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探究学習の質の向上を目指す
新潟大学 創生学部 大学院現代社会文化研究科

田中 一裕
1．私たちはなぜ学ぶのか？

①小学生の弟妹に聞かれたら、あなたは何と答えますか？
②私たちは何を学ぶのか？ 小学生の弟妹に聞かれたら、あなたは何と答えますか？
③社会で求められている力とは？皆さんが活躍する10年～50年後の社会はどのようになっているのか？

その社会で求められる力とは何か？
④10年～50年後の社会：現在予想できる未来：AI・ロボット・バイオテクノロジーなどが社会を大きく変える
⑤AIが奪う職業ランキング
⑥生き残る職業：AIが苦手な仕事：人の気持ち・行動を読み取ってそれに対応する行動などをおこなう
⑦10年～50年後の社会で求められる力：現在予想できる未来は限られている⇒どのような変化か、予想不可能

⇒現在の学問を基礎にして学び方を学ぶ⇒探究学習の目的
⑧なぜ探究学習をおこなうのか？：探究学習の方法は社会における課題解決方法や大学での研究につながっている

⇒探究学習・研究の方法について、学び方を学ぶ
2．新型コロナウィルスの時代

①日本の状況：新型コロナウィルスによる死者 合計約49,036人(感染者数 約2437万人）
②歴史上の感染病
1位 ペスト・黒死病 1347年～1351年 死者数2億人 2位 天然痘 1520年 死者数5600万人
3位 スペインかぜ 1918年～1919年 死者数4000～5000万人 日本での死者 45万人

③1798年 ジェンナー 種痘：乳搾りの女性は決して天然痘にかからない→ワクチンの発見
新型コロナウィルスの時代：生き残るために→学ぶことが必要

3．調べ学習・探究学習(高校)と研究(大学)の比較

①調べ学習：自分が分からないことを、いろいろな資料などから調べて明らかにする
②探究学習：自分自身や地域・社会の問題についての原因、解決方法などを考察する
③研究：これまで誰も知らないこと、解決できないことなど答えのない課題に取り組む
④質の高い探究学習：解決できない課題への挑戦
4．全国の具体的な取り組み事例

①全国探究学習コンテスト2021(ベネッセ）
課題「障がいのある人への差別? 偏見をなくす方法」
設定した理由「近年、テレビで「障がい」というものが取り上げられることが多くなったように感じた。これら障
がいを持つ人とどうかかわればよいのか、適切に理解している人は少ないのではないかと考えた。この課題を解
決できれば、より多くの人が社会の中で生きやすくなる世の中に近づけるのではないかと考えた。」

研究方法「知的障がいのお子さんを持つご家族の方、実際に患者として知的障がいの人を診ている医者の方など数
名で構成されている「あいプロジェクト」さんにインタビューをして、当事者だけでなく周囲の人から見た障が
いというものをとらえた。またあいプロジェクトさん主催のオンライン懇親会に参加し、知的障がいに関心のあ
る人の意見を聞いたうえで意見をまとめていった。」

結果「実際に行われている「インクルーシブ教育」が障がい者と健常者がかかわるきっかけを作れるという点から
有効であるというお話を伺い、交流の機会を作ることが重要になると考えた。また、大切なのは障がいを「理解
する」ことでも「受け入れる」ことでもなく、「自分の中で折り合いをつける」ことであると伺い、やはり一度
かかわってみるきっかけを持つことがそのきっかけにもなりうるとわかった。」

②研究方法（実証方法）
(1)その道のプロに聞く：課題の設定⇒どこに問題があるのか？⇒何が課題なのか？⇒インタビュー調査

インタビュー調査の実施
・事前に問題の基礎的なところを調べる
・事前にインタビュー内容を考える⇒可能ならば事前に送る
・アポイントを取る⇒電話・メールなど
・インタビュー実施：対面・オンライン



(2)多くの人に聞く：課題の設定⇒どこに問題があるのか？⇒何が課題なのか？⇒アンケート調査
アンケート調査の実施
・事前に問題の基礎的なところを調べる
・事前にアンケート内容を考える⇒似ているアンケート調査の質問項目を参考にする
⇒事後の集計・分析方法を考える

・アンケート実施：紙・オンライン→集計・分析
5．探究学習のゴールの設定

状況の明確化・原因解明・問題解決⇒どこまで探究学習をおこなうのか？
①状況明確化：現状・実態について明らかにする⇒何がどうなっているか？

事例：新型コロナウィルスの拡大が世界でどのような状況にあるのか？
子どもの貧困はどの程度拡大しているのか？

②原因解明：発生している原因を明らかにする⇒なぜ発生しているのか？
事例：新型コロナウィルスが世界でなぜ拡大しているのか？

子どもの貧困はなぜ拡大しているのか？
③問題解決：発生している問題の解決を目指す⇒どのように解決をするのか？

事例：新型コロナウィルスの拡大をどのように食い止めるのか？
子どもの貧困をどのように減らすのか？

6．探究デザインの構築

①事例：「性的マイノリティの人が過ごしやすい環境について」→リサーチクエスチョンとしては良い
→探究学習テーマとしては広すぎる
→「高等学校の制服における性的マイノリティの生徒への配慮－新しい制服の提案－」新潟南高等学校（2020年）
リサーチクエスチョン：性的マイノリティの生徒は、現在の制服に違和感を感じているのではないか？

②事例：「まちの活性化を図る」→リサーチクエスチョンとしては良い→探究学習テーマとしては広すぎる
→まちの魅力を探す→SNSで有名人に発信してもらう
→方法の提案では不十分
→他の成功した事例から共通点を提示する
→実際に発信し結果を検証する

・「アオハル」仮装で楽しく：富山県南砺市：高校生企画で初イベント「ハロウィーン題材」
高校生発案の企画実現に１千万円を充てる南砺市の新規事業

・馬車を復活させてまちの活性化：クラウドファウンディング
③目指す探究学習：机上の空論より実際にやってみた成果 →高校から出て社会課題に取り組む
7．探究学習の検証方法⇒結論を証明する

①人文社会科学（人や社会を対象）：条件などで多様な結果となる⇒「必ず○○である」とは断言できない
→○○と考えられる・○○が有効である

②論拠(証拠:エビデンス)となる資料
(1)自分の主張を補強する資料
量的データ：数字で表現(アンケート結果・統計）
質的データ：文字、写真、音声、動画(インタビュー結果）

(2)論理性：探究学習の論理性
データの内容
データの信頼性 探究学習の信頼性を高める→論理性を持った内容のポスター作成
データの分析

③探究学習デザイン
探究学習の領域(Scope)⇒対象の設定
探究学習の限界(Limitations)⇒領域の外側：探究できない部分
→探究学習のための時間・手段・方法・予算などの限界

まとめ

自分の興味・関心を、地域・国・グローバルに向ける
⇒課題の解決に向かい、これまで知らなかった世界に挑戦する
⇒答えのない課題への挑戦 ⇒積極的に学校外にアクセスする


